
飯塚市告示第 177号   

 

地方自治法第243条の3第1項及び飯塚市財政状況の公表等に関する条例第3条第1

項の規定により、財政の動向及び令和8年度予算の大綱を明らかにするため、次のと

おり告示する。 

令和8年5月29日 

飯塚市長  武 井 政 一   

 

1 別紙「飯塚市の財政状況」のとおり 
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飯塚市の財政状況　令和 8年度　予算
●問合せ　財政課（☎0948-96-8247）

　令和8年3月23日に開催された市議会本会議で、令和8年度の当初予算が可決されました。
　令和8年度の一般会計は838億4,600万円で、前年度比1.7％の減となっています。また、特別会計は、8つの特別会計
の合計で588億1,824万円となり、前年度比5.7％の増となっています。

歳入のうち、市税・地方交付税・国庫支出金を「3大財源」と呼び、本市の全収入の約6割はこの3大財源が占めています。

☆一般会計歳入歳出予算の特徴
【歳入】
　自主財源と依存財源の割合は、それぞれ40.0％と60.0％で前年度からの変動はなく、依然として依存財源の割合が高
い状況が続いています。令和8年度の主な動きとして、市税は前年度比8.4億円増の162.2億円です。地方交付税は3.0億
円減の163.0億円、国庫支出金は扶助費の増加などにより2.4億円増の193.9億円となっています。
　今後も、独自性のある事業の展開や安定した財政運営を進めるため、自主財源の確保に引き続き取り組んでいきます。
【歳出】
　歳出では、予算全体の約3分の1を占める扶助費が、障がい者自立支援給付費や私立保育所等措置費の増加により、前
年度比12.4億円増の287.0億円となりました。人件費は給与改定に伴い1.9億円増の102.4億円です。普通建設事業費は、
鯰田地区遊水池新設事業、白門井堰改良事業、上堰改良事業などの事業費が減少したことから、前年度比15.6億円減の
70.1億円となっています。
※自主財源と依存財源
　自主財源は、税金のように市が自分で集める財源のことです。依存財源は、補助金のように国や県などから交付される財源を指します。
　依存財源の割合が高いと、国や県の動向によって歳入が大きく増減するため、財政運営が不安定になります。
※消費的経費と投資的経費
　消費的経費は、扶助費などのように後年度に形として残らない経費です。投資的経費は、道路の建設事業費など後年度に形として残る経費のことです。

3大財源の推移

838億 4,600万円（△14億 1,800万円）
（一般会計歳入歳出予算内訳）

歳入 歳出（性質別）
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164.0 億円

191.5 億円

472.0億円

471.9億円

481.9億円

511.3億円

519.1億円

0億円 100億円 200億円 300億円 400億円 500億円

R4

R5

R6

R8

R7

市税
地方交付税
国庫支出金

合 計
162.2 億円 163.0 億円 193.9 億円
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目的別歳出～市民一人あたりの負担額は？～
　予算がどの分野にどのくらいの比重で支出されているか分類したもの
を「目的別歳出」といいます。一般会計の歳出予算額を市民一人あたりに
換算すると68万502円となり、目的別に分類すると下記のとおりです。
　民生費は全体の約4割を占めており、子どもや高齢者などの社会福祉
の充実に伴い、今後ますます膨らんでいくことが予想されます。
（令和8年3月31日　飯塚市の人口：123,098人）　　　

予算編成方針について
　令和8年度は、これまで取り組んでまいり
ました市政の流れを止めることなく、都市目
標像である「人が輝き まちが飛躍する 住み
たいまち 住みつづけたいまち」の実現に向
け、未来を担う子どもを育む「教育のまち」、
安心して産み育てることができる「子育ての
まち」、高齢者が安心して暮らせる「福祉のま
ち」、地元に働く場所がある「活力あるまち」、
文化やスポーツが盛んな「健康なまち」の、5 
つの柱によるまちづくりに取り組み、魅力あ
る元気な飯塚市に向けた予算編成に取り組
みました。

令和8年度のおもな事業
 人権・市民参画
○人権教育・啓発実施計画策定事業
○交流センター指定管理委託事業
○協働のまちづくり応援補助事業

 行政経営
○シティプロモーション推進事業
○移住支援助成事業
○総合計画策定事業

 健幸・子育て
○第2子以降保育料等無償化事業
○乳児等通園支援事業
○骨粗鬆症検診事業
○筑穂トレーニングルーム整備事業
○出産・子育て応援事業
○保育士確保対策事業
○こども・若者プラザいいづか運営事業

 地域経済
○観光地域づくり法人補助事業
○観光集客推進事業
○商業活性化支援補助事業
○飯塚あかね工業団地造成事業
○企業立地促進補助事業

 教育・文化
○給食費の保護者負担軽減事業
○空調設備整備事業
○水泳授業支援業務委託事業
○校内教育支援センター運営事業
○小中学校外国語教育推進事業

 都市基盤・生活基盤
○飯塚駅周辺整備事業
○浸水対策事業
○空き家登録等手続き補助事業
○相田公営住宅建替事業
○住宅取得移住奨励事業

 自然環境
○有害鳥獣駆除対策事業

令和8年度　特別会計歳入歳出予算

0.0 20.0 40.0

子どもや高齢者、障がい者、生活保
護などの社会福祉の充実（民生費）

住民票や戸籍、税務、選挙など市の
全般的な運営（総務費）

学校教育や生涯学習、文化・スポー
ツの振興（教育費）

道路や橋、公園などの整備やまちづ
くり（土木費）

市の借金の返済金（公債費）

予防接種や健康診断、ごみ・し尿の
処理（衛生費）

消防や防災、商工・農林畜産業、勤
労者支援、議会運営費など（その
他）

うち一般会計繰入金 うち一般会計繰入金

127億2,878万円 13億4,496万円 △ 2.3%

158億5,571万円 25億   879万円 2.7%

26億7,208万円 7億7,831万円 8.5%

268億2,463万円 － － 10.7%

4,344万円 3,881万円 55.9%

1億7,251万円 7,365万円 △ 8.2%

3,185万円 1,455万円 △ 2.5%

4億8,924万円 － 146.6%

－ － 皆減

588億1,824万円 47億5,907万円

130億2,608万円 13億6,924万円

154億4,590万円 24億2,769万円

24億6,291万円 7億   980万円

242億3,088万円 －

2,787万円 2,316万円

1億8,801万円 9,148万円

3,268万円 1,520万円

1億9,840万円 3,080万円

2,647万円 1,127万円

556億3,920万円 46億7,864万円 5.7%

国民健康保険

地方卸売市場事業

介護保険

工業用地造成事業

後期高齢者医療

小型自動車競走事業

駐車場事業

増減率令和8年度 令和7年度

汚水処理事業［廃止］

計

農業集落排水事業

区分

※（ ）書は支出全体に占める割合

31.8万円
（46.7％）
10.0万円
（14.7%）
6.0万円
（8.8%）
5.8万円
（8.5%）
5.2万円
（7.6%）
4.9万円
（7.2%）
4.4万円
（6.5%）
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○積立基金残高（貯金）
市民一人あたり　17.3万円
　基金は、年度間の財源調整や、予期しない収入減少・急な支出増加への対応、また特定の目的（事業）に活用するために積み立てて
いる資金です。
　令和8年度は、第2子以降保育料無償化に関する事業、飯塚駅周辺整備事業、企業立地促進補助事業、ふるさと応援寄附事業の経
費などに充てるため、101.3億円の基金を取り崩す予定としています。
○市債残高（借金）
市民一人あたり　49.8万円
　市債は、市が行う事業に充てる長期の借金です。本市では、交付税算入率の高い市債を中心に活用しており、令和8年度は、飯塚駅
周辺整備事業や相田公営住宅建替事業などに市債を活用する予定としています。
　市債残高は、令和8年度末で614.2億円の見込みで、総務債や農林水産業債などの借入が前年度比で減少することから、残高も減少
しています。そのうち、地方交付税として交付される見込みの453.5億円を除いた160.7億円が本市の実質的な負担見込みであり、市
債残高の26.2％となっています。

　市の予算は規模が大きく、日常生活の感覚ではなかなか実感しにくいものです。そこで、仕組みは異なりますが、令和8年度一般会計
予算額を「年間収入400万円台の家計」に置き換え、令和6年度から令和8年度までの３年間の家計簿として表現しました。
　収入では、親からの仕送りが増えた一方で、借金の借入が減少しました。支出では、食費や光熱水費、医療費、借金の返済といった必
ず支払わなければならない費用が約7割を占めています。経費を切り詰めるなどの努力を続けていますが、物価高の影響により食費や
医療費などが前年度より増加しました。
　今後も引き続きムダをなくすとともに、毎年同じように臨時手当があるとは限らないため、少しでも多くの収入を確保する努力を継
続していく必要があります。

いいづか家の家計簿（令和 6年度～令和 8年度の３年間予算）

R4 R5 R6 R8R7
市債残高（交付税算入分） 453.5 億円537.3 億円 532.0 億円 508.0 億円 479.8 億円
市債残高（市負担分） 160.7 億円164.9 億円 138.7 億円 129.8 億円 161.2 億円
積立基金残高 213.0 億円288.2 億円 282.2 億円 290.3 億円 268.2 億円
公債費 63.6 億円71.3 億円 68.2 億円 64.0 億円 63.5 億円

0.0 億円
100.0 億円
200.0 億円
300.0 億円
400.0 億円
500.0 億円
600.0 億円
700.0 億円
800.0 億円
900.0 億円

基本給
（市税、使用料、手数料、諸収入など）
諸手当
（地方交付税など）
臨時手当
（寄附金）

72万円

30万円

1万円

令和7年度

48万円

131万円

53万円

47万円

支 出

家・車・家電製品などの修理、購入費用 44万円（維持修繕費、投資的経費）

121万円（生活保護費などの扶助費）
光熱水費、衣類購入などの生活雑費

（物件費）

22万円

0万円

400万円

30万円

25万円

0万円

407万円合    計 386万円

友人などに貸すお金 1万円（貸付金）

冠婚葬祭費など臨時的な支出金 0万円

収 入

1万円

令和8年度

49万円

137万円

49万円

40万円

72万円

令和6年度

食     費

（公債費）

合    計

（国・県からの補助金、地方譲与税など）

（市債）

親からの仕送り

借     金

預金の取崩し

（その他）

（繰入金）

預     金 25万円（積立金）

借金の返済 31万円

44万円（人件費）

家族への仕送り・お小遣い・会費 74万円（他の会計への繰出金、補助費等）

医療・介護・子育ての費用給料

46万円

積立基金残高（貯金）と市債残高（借金）・公債費（借金の返済額）の推移

670.7億円 637.8億円 641.0億円 614.2億円702.2億円

※普通会計（一般会計、汚水処理事業特別会計）の合計額を表示しています。
　R4年度～Ｒ6年度は決算額、R7年度およびR8年度は見込額です。また、市債では地方交付税に算入されるものがあり、
　R7年度およびR8年度については、Ｒ6年度と同じ算入割合で見込み計算しています。

令和6年度

87万円

81万円

24万円

124万円

79万円

51万円

407万円

令和7年度

89万円

24万円

386万円

140万円

24万円

78万円

49万円

400万円

令和8年度

91万円

19万円

148万円

15万円20万円

50万円



歳入予算 令和8年3月31日現在

予算現額（Ｃ） 収入済額（Ｄ） 収入率（Ｄ／Ｃ）

　　一　　般　　会　　計 910億2,258万円 730億4,411万円 80.2％

132億2,216万円 116億6,877万円 88.3％

158億5,216万円 129億6,273万円 81.8％

25億3,393万円 24億486万円 94.9％

327億9,742万円 90億2,685万円 27.5％

2,812万円 381万円 13.5％

1億8,937万円 9,429万円 49.8％

3,291万円 1,693万円 51.4％

7億6,213万円 7億5,157万円 98.6％

1億3,095万円 1億2,584万円 96.1％

※出納閉鎖期間中の執行は含まない

歳出予算 令和8年3月31日現在

予算現額（Ａ） 支出済額（Ｂ） 執行率（Ｂ／Ａ）

　　一　　般　　会　　計 910億2,258万円 672億3,333万円 73.9％

132億2,216万円 120億3,068万円 91.0％

158億5,216万円 138億3,455万円 87.3％

25億3,393万円 23億6,147万円 93.2％

327億9,742万円 81億7,099万円 24.9％

2,812万円 2,098万円 74.6％

1億8,937万円 1億6,679万円 88.1％

3,291万円 2,978万円 90.5％

7億6,213万円 5,047万円 6.6％

1億3,095万円 2,089万円 16.0％

※出納閉鎖期間中の執行は含まない

汚水処理事業

令和7年度の各会計予算執行状況

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

小型自動車競走事業

介護
保険

汚水処理事業

会　　計　　名

会　　計　　名

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

地方卸売市場事業

駐車場事業

工業用地造成事業

介護
保険

農業集落排水事業

地方卸売市場事業

駐車場事業

工業用地造成事業

小型自動車競走事業

農業集落排水事業



飯塚市の財産の状況

一時借入金の状況

一時借入金とは・・・
支払をするための現金が不足した場合に、そ

の不足を補うために一時的に借りるお金のこ

とで、現金不足が解消すればすぐに返済する

こととしています。借り入れ先は、市の基金

（基金繰替運用）、金融機関です。

市債残高の状況

行政財産 普通財産

出資による権利 債権

令和8年3月31日現在

区　　　　　　　　　分 現在高 区　　　　　　　　　分 現在高

福岡県信用保証協会出捐金 2,143万円 若年者専修学校技能習得資金 63万円

福岡県住宅供給公社出資金 10万円 災害援護貸付金（県） 186万円

福岡県広域森林組合出資金 196万円 飯塚市保育士修学資金貸付金 2,853万円

福岡県農業信用基金協会出資金 301万円 飯塚市保育士生活資金貸付金 821万円

福岡県農業振興推進機構出捐金 26万円 合　　　　　　　　計 3,923万円

飯塚市民生委員・児童委員協議会出資金 120万円
（社）福岡県畜産協会運営基盤強化基金拠出金 60万円
（社）福岡県畜産協会運営特別基金拠出金 35万円
公益財団法人飯塚市教育文化振興事業団出捐金 1億円

株式会社福岡ソフトウエアセンター出資金 1億5,000万円

公益財団法人飯塚研究開発機構出資金 9,600万円

飯塚都市開発株式会社出資金 600万円

地方公共団体金融機構出資金 780万円

合　　　　　　計 3億8,871万円

令和8年3月31日現在（普通会計）

合　　　計 602億3,507万円

全国防災事業債 1億5,624万円

国土強靭化事業債 6億9,301万円

施設整備事業債 4億2,100万円

その他 4億4,740万円

一般補助施設債 3,429万円

臨時財政対策債 172億1,958万円

都道府県貸付金 217万円

減税補てん債 410万円

臨時税収補てん債 1億8,772万円

社会福祉施設債 2億9,462万円

過疎対策事業債 23億8,839万円

一般廃棄物事業債 4億8,616万円

辺地対策事業債 1,265万円

災害復旧事業債 3億9,297万円

公営住宅事業債 18億9,761万円

義務教育施設債 30億6,330万円

一般単独事業債 307億3,369万円

区分 金額
公共事業等債 18億18万円

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

50,422.64 33,682.47 0.00 80,758.03

警察（消防）施設 30,774.02 2,177.77 山　　林 3,217,097.62 0.00

その他の施設 6,833.10 529.65 宅　　地 567,638.42 0.00

学校 734,281.28 227,358.92 雑種地 520,462.67 0.00

公営住宅 1,086,680.55 241,858.90 その他 3,247,443.07 0.00

公園 1,565,566.56 876.12 7,552,641.78 80,758.03

その他の施設 7,181,370.59 185,696.18

7,276,434.24 0.00

17,932,362.98 692,180.01 25,485,004.76 772,938.04

区分 土地

本　　庁　　舎

その他の
行政機関

土地

公共用
財産

小　　　計

山　　　林

合　　計小　　　計

建　　　物

建物（延面積）建物（延面積） 土地区分

令和8年3月31日現在

区分 基金繰替運用 金融機関借入

一般会計 0 0


